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阿蘇火山において2016年10月8日の爆発的噴火前に観測された急激な二

酸化硫黄放出量の増加

The rapid increase of SO2 emission rate observed in the Aso volcano

before an explosive eruption on October 8, 2016.
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　福岡管区気象台では，阿蘇火山における火山活動度評価のため，COMPUSSを用いた二酸化硫黄放出量観測

を実施している。観測は概ね1週間に1回程度実施されているが，雨天が続くなど，条件によっては2週間以上

もデータが取得できない場合がある。2016年10月8日に発生した爆発的噴火に先立つ期間においても，天候不

順などによる理由から，8月31日から9月26日までは観測が実施できていなかった。 

　ほぼ1ヶ月ぶりの観測となった9月26日，二酸化硫黄放出量は前回8月31日の放出量値の倍近い3100

ton/dayとなり，二酸化硫黄放出量が増加していることを確認した。火山性微動の振幅レベルも高い状態で推

移していたことから，火山活動の活発化を懸念し，観測頻度を上げることとした。しかしながら，10月に

入ってからは風速･風向の不安定さや，検量線を作成する際に用いる最高カラム濃度を大幅に上回る高カラム濃

度の検知など，従来の解析方法で放出量値を即時算出するのが困難な状況となった。そこで，10月3, 4, 6, 7日

に実施された観測データについて，観測データをサンプルごとの吸収スペクトルから再精査し，高カラム濃度

セルを用いた検量線の作成によって測定カラム濃度の再評価をすることで，精度の高い放出量値を求めた。 

　爆発的噴火前日の10月7日の観測結果については，当日の夕方から簡易的な再解析を実施し，1回のトラ

バースデータから，15000ton/dayとの値を21時に公表することができている。しかしながら，4000, 8000

ppmmの高カラム濃度セルで検量線を作成し，すべてのトラバース観測データでの再解析の結果，平均値で

16700ton/day (Max: 20800ton/day, Min: 11800ton/day)の値となった。7日を含む再解析の結果，阿蘇火

山における二酸化硫黄放出量は10月に入ってから顕著な増加傾向にあり，7日では急激な増加が確認され

た。この変動は火山性微動の振幅レベルの増加，GNSSによる短基線の面積ひずみ増加と対応しており，10月

8日の爆発的噴火に至る過程で，マグマからの脱ガスの急激な増加による，火口浅部での多量の火山ガス蓄積

が発生していたことが想定される。
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